
道徳教育の全体計画例 

 

 

特別活動 

自他の個性や立場を尊重しようと

する態度，義務を果たそうとする

態度，よりよい人間関係を深めよ

うとする態度，社会に貢献しよう

とする態度，自分たちで約束をつ

くって守ろうとする態度，より高

い目標を設定し諸問題を解決しよ

うとする態度，自己のよさや可能

性を大切にして集団活動を行おう

とする態度を育てる。 

学級活動 

学級や学校における生活づくりへ

の参画を行う。日常の生活や学習

に適応する。自己の成長及び健康

安全について理解を深める。社会

参画意識の醸成や勤労観・職業観

の形成を図る。 

生徒会活動 

学校におけるよりよい生活を築く

ために，問題を見いだし，これを

自主的に取り上げ，協力して課題

解決していく自発的，自治的な活

動を行う。 

学校行事 

職場体験活動や社会体験，自然体

験，幼児児童や高齢者，障害のあ

る人々などとの触れ合い，文化や

芸術に親しむ体験を行う。 

 

・日本国憲法 

・教育基本法 

・学校教育法 

・学習指導要領 

・教育委員会の教育目標 

・時代や社会の要請や課題 

・学校や地域の実態と課題 

・教師や保護者，地域の願い 

・生徒の実態や発達の段階 

学校の教育目標 

○自他の生命を大切にする生徒 

○高い目標の実現のために自ら努力する生徒 

○誰に対しても思いやりの心をもって関わる生徒 

○よりよい社会づくりに貢献する生徒 

 

道徳教育の重点目標 

Ａ．自立心や自律性をもち，規律ある生活をする生徒 

Ｂ．それぞれの個性や立場を尊重して人と関わる生徒 

Ｃ．自らの将来の生き方を考え主体的に社会の形成に参画する生徒 

Ｄ．かけがえのない生命を尊重する生徒 

 

道徳科 

・道徳的諸価値についての理解を基に，自己を見つめ，物事を広い視野か

ら多面的・多角的に考え，人間としての生き方についての考えを深める

学習を通して，道徳的な判断力，心情，実践意欲と態度を育てる。 

・道徳科が学校の教育活動全体を通じて行う道徳教育の要としての役割を

果たすことができるよう，計画的・発展的な指導を行う。各教科，総合

的な学習の時間及び特別活動における道徳教育としては取り扱う機会が

十分でない内容項目に関わる指導を補う。生徒や学校の実態等を踏まえ

て指導をよりいっそう深める。内容項目の相互の関連を捉え直したり発

展させたりする。 

・さまざな価値観について多面的・多角的な視点から振り返って考える機

会を設ける。生徒が多様な見方や考え方に接しながら，さらに新しい見

方や考え方を生み出していくことができるよう留意する。 

・生徒の発達の段階や特性等を考慮し，指導のねらいに即して，問題解決

的な学習，道徳的行為に関する体験的な学習等を適切に取り入れるなど，

指導方法を工夫する。 

 

生徒指導 

・日常生活のさまざまな場面で意

図的，計画的に学習の機会を設

け，生徒が多様な意見にふれ，

学び合いながら，物事を多面

的・多角的に考え，自らの判断

により適切な行為を選択し，実

践するなど，道徳教育の指導内

容が生徒の日常生活に生かされ

るようにする。 

・いじめの防止や安全の確保とい

った課題について，道徳教育や

道徳科の特質を生かし，よりよ

く生きるための基盤となる道徳

性を養うことで，生徒がそれら

の課題に主体的に関わることが

できるようにする。 

 

総合的な学習の時間 

探究的な見方・考え方を働かせ，

横断的・総合的な学習を行うこと

を通して，よりよく課題を解決し，

自己の生き方を考えていくための

資質・能力を育成する。 

 

環境の整備 

・言語環境の充実 

・整理整頓され掃除の行き届いた校舎や教室の整備 

・生徒が親しみをもって接することのできる身近な

動植物の飼育栽培 

・各種掲示物の工夫 

 

豊かな体験活動の充実 

・共に学ぶ楽しさや自己の成長に気づく喜びを実感

させ，他者，社会，自然・環境との関わりの中で

共に生きる自分への自信をもたせる。 

・地域の関係機関・団体等で行う地域振興の行事や

奉仕活動，自然体験活動，防災訓練などに学校や

学年として参加する。 

 

家庭・地域等との連携 

・学校の道徳教育の全体計画や道徳教育に関する諸

活動などの情報を積極的に公表する。 

・道徳教育の充実のために家庭や地域の人々の積極

的な参加や協力を得る。 

・家庭や地域社会との共通理解を深め，相互の連携

を図る。 

 

各学年の重点目標 

 第１学年 第２学年 第３学年 

Ａ
の
視
点 

自律の精神を重んじ，

自主的に考え，望まし

い生活習慣を身につ

ける。 

「自主，自律，自由と

責任」 

「節度，節制」 

自律の精神を重んじ，

自主的に考え，節度を

守り節制に心がける。 

 

「自主，自律，自由と

責任」 

「節度，節制」 

自律の精神を重んじ，

自主的に考え，安全で

調和のある生活をす

る。 

「自主，自律，自由と

責任」 

「節度，節制」 

Ｂ
の
視
点 

自分の考えや意見を

相手に伝えるととも

に，それぞれの個性や

立場を尊重する。 

 

「相互理解，寛容」 

それぞれの個性や立

場を尊重し，いろいろ

なものの見方や考え

方があることを理解

する。 

「相互理解，寛容」 

それぞれの個性や立場

を尊重し，寛容の心を

もって謙虚に他に学

び，自らを高めていく。 

 

「相互理解，寛容」 

Ｃ
の
視
点 

社会参画の意識と社

会連帯の自覚を高め

る。 

 

「社会参画，公共の精

神」 

社会参画の意識と社

会連帯の自覚を高め，

よりよい社会につい

て考える。 

「社会参画，公共の精

神」 

社会参画の意識と社会

連帯の自覚を高め，よ

りよい社会の実現に努

める。 

「社会参画，公共の精

神」 

Ｄ
の
視
点 

生命の尊さについて

考え，かけがえのない

生命を尊重する。 

 

「生命の尊さ」 

生命の尊さについて

理解を深め，かけがえ

のない生命を尊重す

る。 

「生命の尊さ」 

生命の尊さを，その連

続性や有限性なども含

めて理解し，尊重する。 

 

「生命の尊さ」 

 

各教科 

国 

語 

社会生活における人との関わ

りの中で伝え合う力を高め

る。思考力や想像力を養う。

言語感覚を豊かにする。 

社 

会 

グローバル化する国際社会で

主体的に生きる，平和で民主

的な国家及び社会の形成者に

必要な公民としての資質・能

力の基礎を育成する。 

数 

学 

数学を活用して事象を論理的

に考察する力，数量や図形な

どの性質を見いだし統合的・

発展的に考察する力，数学的

な表現を用いて事象を簡潔・

明瞭・的確に表現する力を高

める。 

理 

科 

自然と人間との関わりを認識

させる。科学的に探究する力

を育て，科学的に探究しよう

とする態度を養う。 

音 

楽 

音楽を愛好する心情と音楽に

対する感性を育む。音楽によ

る豊かな情操を養う。 

美 

術 

美術の創造活動の喜びを味わ

い，美術を愛好する心情を育

み，感性を豊かにし，心豊か

な生活を創造していく態度を

養い，豊かな情操を培う。 

保 

健 

体 

育 

粘り強くやり遂げる，ルール

を守る，集団に参加し協力す

る，一人一人の違いを大切に

する態度を養う。健康・安全

についての理解を深める。 

技

術

家

庭 

生活を工夫し創造する資質・

能力を身につける。進んで生

活を工夫し創造しようとする

資質・能力を育てる。 

外 

国 

語 

外国語の背景にある文化に対

する理解を深める。聞き手，

読み手，話し手，書き手に配

慮する力を養う。 

 

   立   中学校 


